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特集   「文化財探訪１００回記念」

今月の表紙
今年、「成人式」が「二十歳のつどい」に名称が変更
され初めての式典が開催されました。

▶関連記事は６ページに掲載



2広報ここのえ　2022.９月号

佐
藤
三　
第
44
回
「
佐
藤
又
八
」
を
見

た
と
い
う
又
八
の
孫
か
ら
、
「
田
代
善

太
郎
日
記
大
正
編
」
を
関
東
で
見
つ
け

た
こ
と
や
、
祖
父
と
母
の
記
事
を
見
て

感
動
し
た
と
い
う
便
り
を
い
た
だ
い
た

こ
と
で
す
。

阿
部　

自
然
の
愛
好
家
や
バ
ー
ド

ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
の
視
点
で
「
イ
ヌ
ワ
シ

と
草
原
に
関
わ
る
人
の
暮
ら
し
」
「
梅

に
鶯
と
い
う
文
化
」
「
九
重
町
の
カ
ッ

コ
ウ
に
つ
い
て
の
民
話
」
を
書
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
文
化(

文
化
財)

と
し
て
の
鳥
と
い
う
の
も
意
外
に
考
え

ら
れ
る
も
の
だ
と
、
自
分
の
中
で
新
し

い
視
点
を
発
見
で
き
た
こ
と
で
す
。

竹
野　
古
文
書
や
出
土
品
を
資
料
と
し

て
使
っ
て
、
そ
れ
を
単
に
解
説
す
る
の

で
は
な
く
、
当
時
を
生
き
た
人
々
の
生

活
や
思
い
と
い
っ
た
も
の
を
、
ど
の
よ

う
に
伝
え
た
ら
わ
か
り
や
す
い
だ
ろ
う

か
と
苦
慮
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
で

す
。

甲
斐　
潜
石
に
あ
る
「
岐
部
城
」
が
町

指
定
史
跡
と
し
て
平
成
27
年
５
月
に
指

定
さ
れ
、
文
化
財
探
訪
で
も
３
回
に
わ

た
っ
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

で
す
。
こ
の
城
跡
が
世
間
に
注
目
さ
れ

た
昭
和
52
年
当
時
、
私
は
社
会
教
育
指

導
員
と
し
て
調
査
・
保
護
・
顕
彰
に
関

わ
り
ま
し
た
。
踏
査
に
よ
り
戦
国
時
代

の
貴
重
な
城
跡
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

ま
し
た
。

佐
藤
頼　
第
79
回
「
珪
藻
土
と
化
石
」

で
す
。
太
古
の
プ
レ
ー
ト
の
地
殻
変
動

に
よ
っ
て
、
か
つ
て
海
や
湖
だ
っ
た
も

の
が
地
上
へ
高
く
隆
起
し
、
山
脈
を
形

成
す
る
壮
大
な
物
語
に
心
が
ひ
か
れ
ま

す
。

坂
本　
第
53
回
「
ふ
る
さ
と
の
妖
怪
」

で
す
。
第
26
回
の
「
平
家
の
百
猿
伝

説
」
は
地
域
の
伝
説
と
し
て
扱
わ
れ
た

も
の
で
し
た
が
、
こ
の
回
の
妖
怪
話
は

斬
新
で
、
よ
り
掲
載
内
容
の
広
が
り
を

感
じ
ま
し
た
。

竹
野　
第
78
回
「
茅
の
輪
こ
ぐ
り
で
疫

病
退
散
」
で
す
。
コ
ロ
ナ
と
い
う
疫
病

が
流
行
し
、
そ
の
退
散
を
願
っ
て
「
ア

マ
ビ
エ
」
な
る
妖
怪
が
一
躍
人
気
者
と

な
り
ま
し
た
。
茅
の
輪
こ
ぐ
り
も
「
悪

疫
退
散
」
を
願
っ
て
の
祭
り
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
ま

す
。

　九重町をつくりあげてきた暮らしの積み重ねの風
景や文化、すなわち文化財の価値を見つめ直すこ
と、見出すことに取り組んできた「ふるさとの文化
財探訪」コーナー。広報ここのえ2014年4月号か
ら始めた連載が、第100回を超えました。
　執筆を続けてこられた九重町文化財調査員と甲斐
素純さん（執筆回数最多者）、竹野孝一郎さん（文
化財専門員）に話を伺いました。

ふるさとの
 文化財探訪

執
筆
の
思
い
出
を
教
え
て
く
だ
さ
い

印
象
に
残
っ
て
い
る
記
事
は

〜100 回を振り返って〜

▲茅の輪こぐりの様子

▲文化財パトロールの一場面
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ふるさとの
 文化財探訪

第101回

九
重
山
系
の
成
り
立
ち文

化
財
調
査
員
　
佐
　
藤
　
頼
　
久

　

約
三
百
万
年
前

頃
、
九
州
は
ま
っ

ぷ
た
つ
に
引
き
裂

か
れ
る
よ
う
な
謎

の
力
が
働
き
、
真

中
に
巨
大
な
地
溝

帯
が
出
来
て
い
た
よ
う
だ
。
こ
れ
は
、

由
佐
悠
紀
京
大
名
誉
教
授
が
、
二
千
ヶ

所
で
重
力
計
測
定
を
計
っ
た
結
果
判
明

し
た
。
こ
の
地
溝
帯
に
沼
や
湖
の
湿
地

帯
が
形
成
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
が
ユ
ー
ラ
シ
ア
プ

レ
ー
ト
の
下
に
沈
み
込
む
こ
と
で
、
放

出
さ
れ
た
水
が
周
辺
の
マ
ン
ト
ル
に
供

給
さ
れ
る
為
に
、
岩
石
が
溶
け
や
す

く
、
マ
グ
マ
が
で
き
や
す
く
な
る
。

　
し
た
が
っ
て
噴
火
が
何
度
も
繰
り
返

さ
れ
、
水
が
た
え
ず
供
給
さ
れ
る
こ
と

で
、
粘
性
の
高
い
石
英
安
山
岩
の
マ
グ

マ
が
形
成
さ
れ
る
。
最
初
万
年
山
系
の

火
山
活
動
が
活
発
化
し
、
約
二
十
万
年

前
頃
に
九
重
火
山
群
の
活
動
が
、
中
央

構
造
線
に
沿
っ
て
起
こ
っ
た
。

　
そ
し
て
、
阿
蘇
山
は
約
三
十
万
年
前

か
ら
九
万
年
前
ま
で
に
大
規
模
な
噴
火

を
千
回
繰
り
返
し
て
い
て
、
千
回
目
の

大
爆
発
で
は
北
海
道
東
部
ま
で
火
山
灰

が
１
０
㎝
以
上
降
っ
た
。
こ
の
時
の
溶

岩
流
が
玖
珠
地
方
に
到
達
し
て
い
る
。

一
連
の
火
山
活
動
に
よ
り
、
湖
沼
に
溶

岩
や
火
山
灰
推
積
降
起
し
、
動
植
物
が

化
石
化
し
た
。
そ
の
結
果
、
野
上
珪
藻

土
中
か
ら
採
集
さ
れ
る
「
淡
水
性
ニ
シ

ン
」
で
「
金
魚
藻
類
」
と
と
も
に
産
す

る
。
こ
の
湖
の
推
積
層
の
厚
さ
は
、
塚

脇
南
方
唐
杉
の
５
５
０
ｍ
か
ら
内
河
野

３
２
０
ｍ
の
間
に
認
め
ら
れ
る
が
、
少

な
く
と
も
３
０
０
ｍ
の
厚
み
は
あ
っ
た

も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

　
南
海
ト
ラ
フ
（
水
深
４
０
０
０
ｍ
級

の
深
い
溝
で
舟
状
海
盆
）
に
よ
る
巨
大

地
震
も
心
配
さ
れ
る
が
、
火
山
活
動
の

恩
恵
と
し
て
九
湯
の
温
泉
地
や
九
州
の

北
海
道
と
言
わ
れ
る
飯
田
高
原
を
地
形

学
的
に
み
る
と
、
南
に
久
住
山
を
始
め

数
個
の
１
０
０
０
ｍ
以
上
の
火
山
を
擁

し
、
東
に
黒
嶽
、
西
に
涌
蓋
山
地
に
崩

平
山
と
一
見
カ
ル
デ
ラ
の
観
が
あ
る
。

そ
し
て
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
の
坊
ガ

ツ
ル
湿
原
と
い
っ
た
風
光
明
眉
な
景

色
、
春
の
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
や
秋
の
紅

葉
が
見
ど
こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
悠
久
の
歴
史
の
中
で
、

色
々
な
災
害
も
あ
る
が
、
風
景
は
抜
群

に
良
い
し
、
地
熱
発
電
は
日
本
一
だ

し
、
ス
キ
ー
場
も
あ
る
し
住
み
心
地
の

よ
い
九
重
町
だ
と
思
う
。

お問い合わせ先　九重町歴史資料館（九重文化センター内）☎７６－３８８８

　文化財の保存及び活用に関し、意
見・調査研究を行うことが主な職務で
す。
　石造物、植物学、考古学、民俗、建
築、環境歴史学、鳥類などの専門領域
を持つ10人で活動しています。
　定数は11人です。自分のテーマで
調査研究したい方を募集中です。

文化財調査員とは・・・

【九重町文化財調査員】

内　恵　克　彦
佐　藤　三千代
佐　藤　頼　久
坂　本　美　樹
後　藤　浩　二
衞　藤　銑　太
種　村　英　大
音　成　葉　子
阿　部　秀　幸
梅　木　恵　美

甲
斐　

第
55
回
「
地
名
に
つ
い
て

（
１
）
〜
地
名
研
究
の
意
義
〜
人
々
の

生
活
に
密
着
」
を
連
載
予
定
で
し
た

が
、
私
の
退
任
に
よ
り
掲
載
が
１
回
で

終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
す
。

後
藤　
大
工
の
「
さ
の
さ
く
」
作
製
の

浄
明
寺
や
小
倉
神
社
は
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
同
作
の
宝
円
寺
も
価

値
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

種
村　
九
重
町
の
草
原
で
す
。
草
原
は

歴
史
的
に
牛
馬
の
農
耕
利
用
か
ら
現
代

の
畜
産
業
、
草
原
の
ク
ヌ
ギ
を
利
用
し

た
椎
茸
栽
培
と
、
人
々
の
生
活
生
業
と

密
接
に
関
わ
り
、
野
焼
き
と
い
う
人
と

自
然
の
相
互
作
用
で
作
り
出
さ
れ
た

「
文
化
的
景
観
」
と
い
う
文
化
財
の
一

つ
で
す
。
九
重
町
の
草
原
は
現
在
、
文

化
財
指
定
は
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、

草
原
の
歴
史
は
文
献
だ
と
１
０
０
０

年
、
地
層
の
調
査
か
ら
は
１
万
年
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
題
材
に
し
た
い
文
化
財

▲泉水ロード
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直近３年間の主な進路実績

令和４年度　部活動実績

広島大学　　　　2人
島根大学　　　　1人
山口大学　　　　2人
徳島大学　　　　1人
愛媛大学　　　　1人
高知大学　　　　2人
北九州市立大学　１人

九州大学　　　1人
九州工業大学　2人
熊本大学　　　1人
長崎大学　　　1人
大分大学　　 10 人
鹿児島大学　　2人
長崎県立大学　2人
　　　　　　　　など

東京理科大学　1人
東京農業大学　1人
法政大学　　　1人
中央大学　　　2人
近畿大学　　　1人
立命館大学　　2人
別府大学　　　8人

関西学院大学　　　1人
福岡大学　　　　　3人
西南学院大学　　　3人
中村学園大学　　　1人
熊本学園大学　　　8人
日本文理大学　　　8人

　　　　　　　　　　など

令和４年度　第 70回大分県高等学校体育大会

令和４年度　全九州高等学校総合体育大会

第３９回全国商業高等学校英語スピーチコンテスト大分県大会

大分県立農業大学校　　　　7人
大分県立工科短期大学校　　2人
九州職業能力開発大学校　　6人
大分県立芸術文化短期大学　6人
別府大学短期大学部　　　　4人

男・女ホッケー部　　 　  優勝 ( 九州大会出場 )
少林寺拳法部　　　 　　 男子単独演武　１位（全国・九州大会出場）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４位（九州大会出場）
　　 　　　　　　　　　　女子単独演武　１・２位（全国・九州大会出場）
ラグビーフットボール部　３位（玖珠美山・日田・臼杵・昭和学園合同チーム）
なぎなた部　　　　　　　女子演技競技　ベスト８（九州大会出場）

男・女ホッケー部　　　　　優勝（全国大会出場）
少林寺拳法部　　　　　　女子単独演武　２位　　男子単独演武　３位
なぎなた部　　　　　　　女子演技競技ベスト８

ＥＳＳ部　　　　　　　　最優秀賞（全国大会出場）

第４０回高山辰雄賞ジュニア美術展

美術部　　　　　　　　　優賞　１名　　推奨　２名

第５８回席上揮毫大会

書道部　　　　　　　　　推奨　１１名

第５０回大分県吹奏楽コンクール

吹奏楽部　　　　　　　　小編成部門　金賞

大分リハビリテーション専門学校　3人
柳川リハビリテーション学院　　　2人
藤華医療技術専門学校　　　　　　3人
あさくら看護専門学校　　　　　　3人
　　　　　　　　　　　　　　　　　など

自衛官　　　　　　　　7人
九重町役場　　　　　　1人
大分銀行　　　　　　　1人
日本郵便（株）九州支社　1人
新栄合板工業株式会社　2人
　　　　　　　　　　　など

　玖珠美山高校は開校から８年目を迎えました。現在、学校規模は各学年普通科３クラス、地域産
業科１クラスの計12クラスで、生徒は各自の進路達成を目指しながら、日々勉強や部活動に真摯
に取り組んでいます。

玖珠美山高等学校
がんばってます

国公立大学　４４人 私立大学　109人

大学校・短期大学・専門学校等　119人 就職　80人

（R1･R2･R3 過年度生含む）
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設置学科

２年次

３年次

１年次

●学力向上に関する取組
　・習熟度別や少人数による授業、難関大学希望者の講座、個別指導
　・土曜講座、放課後指導、添削指導

●就職や資格試験に関する取組
　・公務員、就職講座、資格試験に向けた指導

●進路意識を形成するための取組
　・東京つくば研修の実施　・海外派遣事業による米国短期留学

●他校の生徒等と切磋琢磨する取組
　・ＳＴＥＡＭフェスタ、グローバルリーダー育成塾等への参加（県教委主催）
　・くじゅうアグリ創生塾による先進技術研修、農業クラブ発表大会
　・バークマットの開発・商品化、玖珠町大麦プロジェクトの新商品開発（産官学連携）

普通科（３クラス）

２年次は自分の進路希望、学力に合わせてコースを選択

３年次は原則同じコースを選択

アドバンストクラス
国公立大・難関私大志望者

標準クラス
私大・短大・専門学校志望者

文Ⅰ
国公立大学
文系学部志望者

文Ⅰ
国公立大学
文系学部志望者

理Ⅰ
国公立大学
理系学部志望者

文Ⅱ
私大・専門学校
文系志望者

理Ⅱ
私大・専門学校
理系志望者

理Ⅰ
国公立大学
理系学部志望者

文Ⅱ
私大・専門学校
文系志望者

理Ⅱ
私大・専門学校
理系志望者

地域産業科（１クラス）
３年間同じクラス

①普通科目の増加
②専門科目の充実
③総合選択制による農業以外の
　商業・情報科目の設置

４つのチームに分かれて課題研究
・チーム野菜　・チーム flower's
・チーム畜産　・チーム食品製造

幅広い
学習内容！

進学に対応！

専門性を深める！

　進路に応じて、分
かりやすく、力のつ
く授業を受けること
ができます。少人数
や個別の指導で丁寧
に対応してくれるの
で、安心して勉強に
取り組めます。

　美山高校は学
校行事や地域と
の連携にも力を
入れています。
　定期的に開催
する「美山マルシェ」では、地域産業科の手
作りの野菜、草花、ジャムなどの加工品も販
売しています。

一人ひとりの生徒の夢をかなえる
　　　　　　　システムや組織的な取組

美山ってどんな学校
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まちの話題

　８月15日「二十歳のつどい」が九重町役場301会議室
にて開催されました。「二十歳のつどい」は、民法改正に
より成年年齢が18歳に引き下げられる中、九重町ではこ
れまでと同様に20歳を迎える皆さんの新たな門出をお祝
いしようと開催されたもので、今年度が初めての開催とな
りました。
　全73名中54名が参加し、式典の様子はZoomで映像配
信が行われました。また、本年度は恩師によるメッセージ
動画の上映やフォトブースも設置されており、皆さん久し
ぶりの友人と談笑したり写真撮影を楽しんでいました。
　皆さんおめでとうございます！

初の二十歳のつどい15
8

▲証書授与の小野愛花さん

▲謝辞を述べた穴井里佳さん

はたち

はたち

はたち
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　６月30日に解散となった九重ライオンズク
ラブより最後の奉仕活動として寄附金の贈呈式
がありました。
　総額約100万円を町内６小学校や、社会福祉
協議会、４地区のふれあい食堂外４団体に贈呈
されました。
　贈呈式では、第61代会長佐藤茂喜様より各
団体へ寄附金を手渡され、「皆さんの活動のた
めの一助になれば」とのことでした。

　８月28日、第32回大分県消防操法大会が開
催され、九重町代表として第４分団８部と９部
の合同チームが出場しました。
　競技の結果、ポンプ車の部にて九重町代表が
優勝し、10月29日に千葉県で開催される全国
大会への出場を決めています。
　地域の安全安心を守る消防団の応援を今後と
もよろしくお願いします。

最後の贈呈式3
8

県消防大会優勝！28
8

　９月１日、ここのえ緑陽中学校の生徒２名が
「少年の主張大分県大会」の結果報告を行いま
した。
　大会は８月19日に豊後大野市で開催され、
３年生の小野空さんが最優秀賞、２年生の岩下
真理華さんが優良賞に選ばれました。
　報告で、小野さんは「先生方をはじめとした
皆さんの支えで賞がとれてうれしい」、岩下さ
んは「賞をとれて嬉しいけれど次はもっと上の
賞を目指します」と述べられていました。

少年の主張1
9

　８月４日ここのえ緑陽中学校の女子ホッケー
部が第52回全日本中学生ホッケー選手権への
出場の報告を行いました。
　同ホッケー部は７月に九州大会で準優勝し全
国大会への出場を決めています。
　緑陽中ホッケー部は１・２年生主体の若い
チームですが、寺村朱鷺キャプテンは、「諦め
ずに最後まで前を向いて頑張ります」と決意を
述べていました。

全国大会へ4
8

九重町消防団代表として出場された方々 （左から）日野町長、小野空さん、岩下真理華さん

野上ふれあい交流センターで行われた贈呈式の様子 町長とここのえ緑陽中女子ホッケー部の皆さん
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町営住宅等の入居者を募集します
●お問い合わせ　建設課　☎７６-３８１１

▲九重町HP

町
営
住
宅

地
域
優
良
賃
貸
住
宅

青山住宅
住　　所　九重町大字右田 785 番地の１
募集戸数　一般世帯向け２戸（３ＬＤＫ：１戸）（２ＬＤＫ：１戸）
住宅使用料等　住宅使用料は所得によって決定。
　　　　　　駐車場使用料１，０００円／月

奥野住宅
住　　所　九重町大字右田 2022 番地の 1
募集戸数　新婚・子育て世帯向け１戸（３ＬＤＫ）
　　　　　若者単身向け２戸（１ＤＫ）
そ の 他　ＩＨクッキングヒーター（20Ａ措置タイプ）が必要。
基本住宅使用料　７８，０００円／月（新婚・子育て世帯向け）
　　　　　　　　５２，０００円／月（若者単身者向け）
駐車場使用料　　１，０００円／月（1台分）

基本減額

募集期間：令和４年９月 16日（金）～９月 30日（金）午後 5時まで

●入居予定日：令和４年11月１日（火）から
●敷金（入居時住宅使用料の３月分）を入居手続きの際に納入が必要です。
●入居後、共益費が必要です。
●申込みには、所得制限等の要件があります。応募が多数の場合は抽選会を行います。
●申込書は、建設課（役場２階）に用意しています。九重町ホームページからもダウンロードできます。
●町営住宅の使用制限措置に基づき、暴力団関係者と判明した場合は、入居できません。

申
込
み
に
つ
い
て

次のいずれかの条件を満たす方は、基本住宅使用料から28,000円／月（新婚・子育て世帯
向け）、12,000円／月（若者単身向け）を減額
（１）入居時点において新婚世帯で、かつ、入居日から５年を超えていない世帯又は妊娠し

ている者がいる世帯。
（２）入居時点において子育て世帯又は新婚世帯で、かつ、同居の子が規則で定める学校に

在学しており、18歳に達する日以後の最初の３月31日を迎えていない世帯。
（３）入居時点において若者単身者で、40歳以下の者による単身世帯
（４）入居時点において若者単身者で、新婚世帯又は子育て世帯となった世帯
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　九重町、玖珠町、日田市へ移住した方を対象に移住者交流会を開催します。
　新しい人との出会いや地域の魅力を発見しませんか。お子さんの参加も大歓迎！
　タイミングが合えばＪＲ九州「或る列車」に会えるかも！？

●と　き　10月23日（日）　午前11時～午後１時　　 ●申込期限　10月13日（木）
●ところ　豊後森機関庫公園　　　　　　　　　　　　●申込方法　お問い合わせ先まで
　　　　　（玖珠郡玖珠町岩室36－15）　　　　　　　　　　　　　電話でお申し込みください
　　　　　　※雨天時　メルサンホール
　　　　　（玖珠郡玖珠町大字岩室２４－１）
●駐車場　近隣の公共駐車場をご利用ください。
●参加費　２，０００円（飲食代込み）
　　　　　小学生以下は１，０００円
●募集数　50人（応募多数の場合は抽選）

３市町合同移住者交流会
●お問い合わせ　企画調整課　☎７６－３８０７

　九重町では、大分県と建築士事務所協会と協力して、ご自宅の無料簡易耐震診断を行います。
簡易耐震診断は正式な耐震診断ではありませんが、住宅のどのようなところに地震に対する強さや
弱さがあるのかを調べることができます。

対　　象　平成12年５月以前に着工された木造一戸建て住宅
　　　　　（併用住宅で、住宅部分の面積が１／２以上のものを含む）

日　　時　10月11日（火）～10月14日（金）　詳細な日時はご希望をお伺いした
　　　　　上で確定します

実施方法　九重町職員と建築士事務所協会の会員がご自宅に伺い、１時間程度で診断を行います。
　　　　　ご自宅の図面がある場合は、当日ご用意いただけると短時間で実施できます。

申込期限　 ９月30日（金）までに、建設課までお申込みください。

木造住宅の無料簡易耐震診断をしませんか？
●お問い合わせ　建設課　☎７６－３８１１
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ふるさと納税返礼品の協力事業者を募集します
●お問い合わせ　企画調整課　☎７６－３８０７

　九重町では、「ふるさと納税」制度で寄附をいただいた方へ、感謝の気持ちを込めて町内の特産
品（返礼品）を贈呈しています。現在、九重町の魅力を伝える「ふるさと納税返礼品」をご提供い
ただける事業者様を募集しています。ふるさと納税制度を通じ、あなたの自慢の品物を全国に届け
てみませんか？

小規模集落対策のお知らせ
●お問い合わせ　企画調整課　☎７６－３８０７

　九重町では、令和４年３月末現在、全140行政区のうち、43行政区（約30％）が小規模集落に
該当しています。

協力事業者への３つのメリット

事業者様Q&A

（１）ホームページへの掲載料・送料が無料
　　 ホームページ掲載料や返礼品の送料は町が負担
（２）商品を全国へ PR
　　 返礼品を送付時に、自社のパンフレット等の同封が可能
　　 販路拡大・PRが図れる
（３）返礼品の写真撮影が無料
　　 プロのカメラマンによる返礼品の写真撮影が無料でできる
　　 撮影した写真は、自社のチラシやホームページ等に使用可

九重町 事業者様

1 3

2

誰でも事業者登録できるの？
町内に事業所等（本社・支社・営業所・加工所等）を有する法人、団体又は個人事業
主で、町税等の滞納がない方は、どなたでも登録できます。
返礼品はどんなものでもいいの？
町内で生産されたもの、または町内で加工・製造されたものに限定されます。また、
町内で行われる体験チケットや宿泊券も返礼品として登録できます。
注文を受けてからどのくらいで発送しなければならないの？
基本的には１～２週間ほどですが、「寄附を受けてから〇日後に発送」というように、
発送時期を事前に決めることも可能です。

Ａ
Ｑ

Ａ
Ｑ

Ａ
Ｑ

高齢化率とは　 ・・・65歳以上の高齢者が総人口に占める割合
小規模集落とは・・・65歳以上の高齢者が行政区の総人口の 50％以上を超える行政区のこと

小規模集落を支援する取組
≪小規模集落等支援事業費補助金≫

　小規模集落などの条件不利地域での生活を守る
ために、地域住民、地域コミュニティ組織等、
様々な主体が実施する長期的に実施する地域課題
の解決につながる事業などが対象です。
　大分県と九重町で対象事業費の19/20以内を
補助するものです。

≪小規模集落応援隊≫

　人手不足で困難になっている集落の共同作業
（集落の作業である、里道の補修や草刈り、集会
所や公民館、公園の掃除や水路の泥上げ、簡易水
道タンクの清掃、祭りの準備や御輿担ぎなど）
を、企業やＮＰＯ、ボランティア団体などの活動
団体に支援をいただくものです。

寄附
申込

返礼品
発送

寄附者様

発送依頼
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大分県医療的ケア児支援センター開設について
●お問い合わせ　健康福祉課　☎７６－３８２１

シリーズ
『障がい福祉』



　九重町では、地域防災力の強化を目的に「防災士資格試験」への助成を行っています。防災士に
なって地域の防災力を高めませんか？

防災士資格試験の受講者募集
●お問い合わせ　危機管理情報推進課　☎７６－３８０１

　「お風呂に入る」「外出する」「お友だちと遊ぶ」「学校に行く」・・・そんな当たり前の暮らしを
スムーズに送るためには、医療的ケアの有無にかかわらず、そして住んでいる地域や年齢に関係なく、
適切な支援を受けられることが必要です。
そこで、大分県では、令和３年９月に施行された「医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法
律」に基づき「大分県医療的ケア児支援センター」を開設しました。
　医療的ケア児の保護者や支援関係者等、困りごとや不安をお抱えの方は、是非ご利用ください。

と　　き　　１１月２６日（土）・１１月２７日（日）の２日間
　　　　　　

と こ ろ　　九重文化センター大会議室
定　　員　　１０名（申込先着順）
費　　用　　無料（研修受講・資格試験等の費用負担はありませんが、会場までの交通費は個人負

担です。当日は証明写真を２枚ご持参ください）
申込期限　　１０月７日（金）まで
申込方法　　受講を希望される方は、危機管理情報推進課（☎76－3801）までご連絡ください。

防災士資格の研修・試験

 ※事前のレポート作成、２日間の研修・試験で合格した方は、消防署
　で行われる普通救急救命講習（別日に開催）を受けていただきます

　県内の医療的ケア児やその家族、支援関係者からの相談をワンストップで受け付けるセンターです。
　当事者の皆様はもちろん、保育所・幼稚園・学校・医療機関・訪問看護ステーション・ヘルパー事業所
等、支援に関係する方はどなたでも相談できます。
　生活や支援に関する困りごとや不安の解決に向けて、各分野の関係者と協力して一緒に考えます。

大分県医療的ケア児支援センターとは・・・

相談窓口

● 専用電話　　０９０－４０５２－０７５０
● メ ー ル　　oita.icare.shien@gmail.com
● 場　　所　　別府発達医療センター

※詳細は大分県障害福祉課ＨＰをご覧ください

▲HP
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～脳からはじめる健康管理～
●お問い合わせ　健康福祉課　☎７６－３８２１

　脳は私たちの体のほぼすべての臓器の活動をコントロールしている『体全体の司令塔』です。脳
の機能は、働き盛りの世代から少しずつ衰えが始まっており、脳の機能が衰えることで、身体活動
も精神活動もスムーズに運ばなくなります。人生100年時代と言われています。体も脳も100年生
きていくためには、日頃の体調管理と同じように脳の健康を意識する生活習慣が大切です。まず
は、“脳の健康度”をチェックすることから始めてみませんか？

『脳の健康度チェック』を開催します

　『ブレパサイズ　 』とは、音楽に合わせて手足を動かし、さらに知的課題の実践も盛り込んだ、
体と脳を活性化するデュアルタスク（2つのことを同時に行う）の運動プログラムです。脳の健康
を保つための入門編として、気軽に楽しく始めてみませんか。ブレパサイズ　 について詳しく知
りたい方は地域包括支援センター（☎76－3863）までお問い合わせください。

脳を活性化する運動『ブレパサイズ　 』のご紹介！

■開催日程と会場

※予約は先着順になります
■実施内容：健康チェックアンケート、脳の健康度チェック（タブレット使用）、結果説明
■対 象 者：町内在住で65歳以上の方
■予約方法：電話での予約となります。ご興味のある方はお問い合わせ先まで
　　　　　　ご予約ください。　※予約の締め切り⇒10月5日（水）まで
■そ の 他：このチェックは認知症の診断を目的としたものではありません。
　また、チェックはタブレットを使用します。眼鏡等必要な方はご準備ください。

■気軽に（所要時間は約15分）
■楽しく（音楽に合わせて）
■一人でも（動画を見ながら一人でもできる）
■続けられる（好みや難易度で動画を選択できる）
■ブレパ【ブレインパフォーマンス：脳の健康度】に良い
（体を動かしながら頭を使う知的課題で脳に刺激を）
※ブレパサイズは疾患の治療や予防を目的としたものではありません。
※ブレパサイズはエーザイ株式会社の登録商標です。

開催日

10月 19日（水）
10月 21日（金）
10月 24日（月）
10月 26日（水）

会　場

野上公民館
飯田公民館
東飯田公民館
南山田公民館

時　間
（1人 30～ 40分程度）

  9：00～（2名）
  9：45～（2名）
10：30～（2名）
11：15～（2名）

※1日8名
　予約制です
（～の時間
　帯で2名ずつ）

Ｒ

Ｒ

Ｒ

ブレパサイズの動画はこちらから！
https://sodan.e-65.net/bp3/
※二次元コードからもご覧いただけます。
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　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、令和４年度に新たに住民税非課税となった世
帯（※）に対して、１世帯あたり10万円を支給しています。
　対象と思われる方には書類を送付しています。提出期限が迫っていますので、お済でない方はご
確認をお願いします。

　国民年金は基礎年金ともいわれ、国民皆年金制度により、20歳以上60歳未満の人はすべて加入
しなければならない公的年金のことです。一定額の保険料を納めることにより、老齢、障害、死亡
によって、その人や家族の生活が脅かされないように保障する社会保障制度です。自分が支払った
保険料を将来受給する積立方式ではなく、集めた保険料をその時の年金支給にあてる賦課方式を採
用しています。

　20歳になった方には日本年金機構から「国民年金加入のお知らせ」や納付書等により、加入し
たことをお知らせします。令和4年度の保険料は月額16,590円です。原則として、保険料を納めな
ければ年金を受け取ることができませんが、保険料を納めることが困難な方のために保険料の免除
や支払いを猶予する制度もあります。
 各種手続きは住民課や年金事務所の窓口で申請できるほか、マイナンバーカードを利用してマイ
ナポータルから電子申請することもできます。
　◆詳しく確認したい方はこちら→　日本年金機構ホームページ（https:www:nenkin.go.jp/）

お忘れではありませんか？令和４年度住民税非課税世帯に対する臨時特別給付金
●お問い合わせ　健康福祉課　☎７６－３８２１

２０歳になったら国民年金
国民年金広場

●お問い合わせ　住民課　☎７６－３８０２
　　　　　　　　日田年金事務所　☎0973-22-6174

　転入や住民税未申告により、課税情報等が確認できない世帯へは、ご案内を送付しておりません。
　転入・住民税未申告の方がいる世帯で、該当すると思われる方は、申請の必要があります。（他市町村
で令和３年度給付対象となっている方は対象外です。）
　申請書は、役場健康福祉課に備えています。

●提出期限　令和４年９月30日（金）
≪転入・住民税未申告の方≫

　令和４年度課税世帯の方で、新型コロナウイルス感染症の影響により令和４年１月以降の収入が減少し
『住民税非課税世帯』と同等の収入となった家計急変世帯の方へ、同様の給付を行っています。
　証明書類等を添えて申請が必要となりますので、事前に健康福祉課までご相談ください。

≪家計急変世帯に対する給付金≫

国民年金は…

老後を支える終身保障
「老齢基礎年金」が受け取れる一生涯の保証です

万が一の障害や遺族も補償
老後だけでなく現役世代の保証も充実しています

保険料が控除
納めた保険料の全額が所得から控除されます

基礎年金の半分は国（税金）が負担
基礎年金の半分は国（税金）から支払われています

※一度非課税世帯に対する臨時特別給付金を受給した世帯は対象外です。
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後期高齢者医療制度に加入している皆様へ
令和４年 10月１日から自己負担割合の区分が変わります

●お問い合わせ　住民課　☎７６－３８０２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　大分県後期高齢者医療広域連合☎097-534-1771

　現在の自己負担割合が1割負担の人のうち、一定以上の収入・所得がある人（現役並み所得者を
除く）について、令和4年10月1日から医療機関などの窓口で支払う自己負担割合が２割になりま
す。これにより、自己負担割合は1割・2割・3割の３区分となります。

　世帯内の後期高齢者のうち、住民税課税所得が28万円以上の方がおり、次の①または②に該
当する人
 ①同じ世帯に後期高齢者が1人で「年金収入＋その他の合計所得金額」が200万円以上
 ②同じ世帯に後期高齢者が2人以上で「年金収入＋その他の合計所得金額」が320万円以上

　８月に２割負担に変更となる被保険者の判定を行ったことから、負担割合の変更がある・ない
に関わらず、みなさまの被保険者証を再度発行します。７月に９月末まで有効の被保険者証（茶
色）を発送したところですが、負担割合の再判定処理後の被保険者証（桃色）を９月中に再度お
送りします。こちらは、有効期限が令和５年７月31日となりますので、10月以降は桃色の被保
険者証をお使いください。

自己負担額が 2割になる方

被保険者証の 2回送付

　令和４年10月１日から令和７年９月30日までの制度開始後３年間は、２割負担となる方につ
いては、外来医療の自己負担割合の引き上げに伴う1ヶ月の負担増加額が3,000円までに抑えら
れます。同一の医療機関での受診は、上限額以上窓口で支払わなくてよい取扱いとします。そう
でない場合（複数の医療機関に受診した場合）は、1ヶ月の負担増が3,000円までに抑えられる
よう、差額を後日払い戻します。ただし、入院の医療費は対象外となります。
　払い戻しが発生した場合、高額療養費として登録した口座へ自動的に支払われます。口座登録
に関しては、未登録者に対し９月末までに登録の勧奨通知を送付します。

自己負担割合が 2割となる方の負担を抑える配慮措置

7月にお送りした 1回目の被保険者証（茶色）
9月にお送りする 2回目の被保険者証（桃色）

後期高齢者医療被保険者証　　　　　有効期限
被保険者番号　○○○○○○○○　　令和　４年　９月 30日
住　所　○○○○○○○○○○○

氏　名　○○　○○

生　年　月　日　○○○○○○○○○○○
資格取得年月日　○○○○○○○○○○○　　　　　性別
発　行　期　日　○○○○○○○○○○○
交 付 年 月 日　○○○○○○○○○○○
一部負担金の割合　○○○○○○○○○○○
　　　　　　　　　　　　　　　　○割
保 険 者 番 号　○○○○○○○○○○○
保　険　者　名　○○○○○○○○○○○○○

後期高齢者医療被保険者証　　　　　有効期限
被保険者番号　○○○○○○○○　　令和　５年　７月 31日
住　所　○○○○○○○○○○○

氏　名　○○　○○

生　年　月　日　○○○○○○○○○○○
資格取得年月日　○○○○○○○○○○○　　　　　性別
発　行　期　日　○○○○○○○○○○○
交 付 年 月 日　○○○○○○○○○○○
一部負担金の割合　○○○○○○○○○○○
　　　　　　　　　　　　　　　　○割
保 険 者 番 号　○○○○○○○○○○○
保　険　者　名　○○○○○○○○○○○○○



広報ここのえ　2022.９月号15

9・10・11月総合健診のお知らせ　－町で行う集団健診は今年度最後です－
●お問い合わせ　【保険証・受診券に関すること】住民課　☎７６－３８０２
　　　　　　　　【がん検診・託児に関すること】保健福祉センター　☎７６－３８３８

日　　程 会　　場 受付時間

保健福祉センター
午前 8時 30分

午前 10時 30分

乳房超音波 託児（申込期限）

あり
あり

お早めにご相談ください
あり（11/４まで）

　9月 30日（金）
10月　2日（日）
11月 20日（日）
11月 21日（月）
11月 22日（火）

9 月・10月・11月総合健診（集団健診）の日程と会場

～

新型コロナウイルス感染症対策を講じながら行います

　特定健診（基本健診）、胸部レントゲン、胃・子宮・乳・大腸・
前立腺がん検診、骨粗しょう症検診、肝炎ウイルス検査、胃リスク
検査です。

・保険証、受診券（40歳以上で特定健診を受ける方）
・健診セット、マスク（全員）
・乳がん検診用のバスタオル（必要な方）

　今年度は事前に申込みをし、検診セットを持っていないと受診できません。まだ申込みがお済みでない方
は事前に保健福祉センターまでご連絡ください。健診時の密を避けるため受診予定者数が少ない日をご案内
します。検診セットは健診日よりも前に保健福祉センターまで取りにきてください。

　今年度末39歳以下の方が対象です。乳房超音波検査がある日は限られていますので、予約優先としま
す。受ける日の1週間前までに保健福祉センターへご予約ください。

　施設健診を希望される方は、厚生連健康管理センター（電話０９７７－２３－７１１２）へ直接お申し込
みください。７５歳以上の方、病院に通院されている方は医療機関で血液検査や尿検査ができる個別健診が
おすすめです。個別健診を希望される方は、対象医療機関へ直接予約し、受診券を持って受診してくださ
い。

持ってくるもの

申込みされていない方

乳房超音波検査

施設健診・個別健診

健診内容

＜九重町で受診券が使える個別健診医療機関＞　※医療機関でのがん検診の費用補助はありません。
●矢原医院（☎７７－６１２１）　●友成医院（☎７８－８８１１）
※九重町以外でも受診できる医療機関もありますので、住民課までお問い合わせください

10月はがん検診受診率50％達
成に向けた集中キャンペーン月
間です。
コロナの時代でもがん検診はき
ちんと受けて早期発見・早期治
療につなげましょう。

○結核予防週間
・９月２４日～３０日は結核予防週間です。
・結核は過去の病気ではありません。令和2年の大分県の結核罹患率は全国24位であり、日田玖珠地域で
は、令和2年に6人、令和3年に5人が新たに結核と診断されています。
・咳が２週間以上続く、痰が出る、倦怠感や微熱が続くなどの症状があるときは、早めに病院を受診しま
しょう。
・高齢者では咳や痰などの症状が出ない場合もあります。早期発見・早期治療のため、年に一度は健診を受
けましょう。
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対 象 者　①接種日当日において65歳以上の方
　　　　　②接種日当日において60歳～64歳で、心臓、腎臓、呼吸器の機能に障が

いがあり、身の回りの生活を極度に制限される方、及びヒト免疫不全ウ
イルスによる免疫の機能に障がいがあり日常生活がほとんど不可能な方

接種期間　　令和４年10月～令和５年１月31日まで　※接種期間は、医療機関によって異なります。
接種回数　  １回
接種医療機関　 県内の医療機関
接種費用　  自己負担金　１，０００円

実施内容　11月１日～ 11月 30日までの 1か月の歩数を競います
　　　　　（個人または３～10人で作られたグループの部）
参加資格　九重町に住民票がある満１５歳以上の方（令和４年３月 31日時点の年齢）
　　　　　グループで参加の場合は九重町に住民票がある方を半数以上含むこと
募集期間　９月 26日 ( 月 ) ～ 10月 24日 ( 月 )
申込方法　保健センター、各地区公民館、九重町ホームページ
　　　　　にある申込用紙に必要事項を記入し、郵送、メール、
　　　　　ＦＡＸまたは保健福祉センター窓口まで提出、また
　　　　　は、右の二次元コードからお申込みください。

高齢者インフルエンザ予防接種

～インフルエンザ予防接種のお知らせ～
●お問い合わせ　保健福祉センター　☎７６－３８３８

但し、対象者で生活保護世帯の方は、「生活保護受給者証明書」を医療機関へ持参すれば「無料」で
接種できます。「生活保護受給者証明書」の発行が必要な方は事前に保健センターまでご連絡ください

対 象 者　　生後６カ月～中学３年生修了前までの方
接種期間　　令和４年10月～令和５年１月31日まで　
　　　　　　※接種期間は、医療機関によって異なります。
手 続 き　【玖珠郡内の医療機関】助成額１,０００円を差し引いた金額を医療機関に
　　　　　　　　　　　　　　　　お支払いください。
　　　　　【玖珠郡外の医療機関】全額医療機関に支払った後、①領収書②予防接種済証③振込先
　　　　　　　　　　　　　　　　の口座がわかるものと印鑑を持参し令和５年３月31日までに
　　　　　　　　　　　　　　　　保健センターまでお越しください。
助成内容　【助 成 額】年度内において、１人１回あたり１，０００円
　　　　　【助成回数】生後６カ月以上１３歳未満（２回まで）、13歳以上の方（１回まで）

子どもインフルエンザ予防接種

ここのえまちチャレンジミッション参加者募集！

こちらから
申込みできます

▲

　一般社団法人日本感染症学会より令和４年から令和５年にかけて、インフルエンザの流行が予想
されています。インフルエンザの予防には予防接種が有効です。

賞品があります
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　合併浄化槽は、家庭から出る雑排水（風呂、台所、洗濯等）やし尿処理水を、微生物の力を活用
しきれいにする設備です。九重町では、約３５％の家庭で生活排水が未処理のまま、水路や川へ流
れだしているのが現状です。また合併浄化槽を設置しても適切な維持管理を行わないと浄化機能が
落ち、水質の悪化や悪臭の発生を招くなど、地域の生活環境に影響を与えます。
　筑後川の源流に住む私達の責務として、生活環境の保全及び公衆衛生の向上に取り組みましょう。

　子どもの頃からの食習慣はとても大切で、その先の一生の健康を左右します。家族みんなで生活
習慣病予防のためにできること考えてみませんか？

毎年１０月１日は「浄化槽の日」です
●お問い合わせ　保健福祉センター　☎７６－３８３８

九重ふるさと祭りにて健康講演会を開催します！！
家族みんなで生活習慣病を予防しよう ～子どもの食育から考える～

●お問い合わせ　保健福祉センター　☎７６－３８３８

日　時　　令和４年 10月 16日（日）
　　　　　【受付】午後１時～　【開会】午後１時 30分～
　　　　　【終了予定】午後２時 30分
場　所　　九重町保健福祉センター（ふるさと祭り会場内）
講　師　　大分大学医学部小児科学講座教授　井原健二先生
申込先　　保健福祉センター　☎０９７３－７６－３８３８

※入場無料です。新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、参加及び託児は事前申し込み
　制といたします。定員に達しましたら受付を終了いたします。
　車でお越しの際は、JAおおいた九重支店駐車場に駐めて、シャトルバスをご利用ください。

浄化槽の日とは・・・
　浄化槽の普及促進及び浄化槽法の周知徹底を通じて、生活環境の保全及び公衆衛生の向上を図るとともに
公共用水域の水質保全に資することを目的とした記念日です。

合併浄化槽の設置は今がチャンス！

設置区分

単独からの転換時
宅内配管工事費

5人槽
7人槽
10人槽

単独浄化槽撤去費

補助金額（上限額）
改築（円）
532,000
614,000
748,000
120,000

300,000

新築（円）
332,000
414,000
548,000

　生活環境の改善のため、汲み取りや単独浄化槽から転換時の合併浄化槽設置費用の補助を行っています。
　詳しくは保健福祉センターまでご相談ください。

※合併から合併への転換や増改築を伴う場合等補助対象
にならない場合があります。
※申請期間は、令和４年12月28日まで受付を行ってい
ますが、予算の定める範囲内になりますので、申請を受
け付けられないこともあります。

設置後の維持管理はしっかりと！

　合併浄化槽の適切な維持管理のため、次の3つをしっかり行いましょう。
　①保守点検・・・保守点検は、機械などの調整や空気量などの設定を行い、浄化槽の機能維持を　　　　　　

　　図ることを目的としています。
　②清掃　　・・・清掃は、汚泥の引き抜きなどを行うことで浄化槽を正常な機能で発揮できる状態に回復する

　　ことを目的としています。
　③法定検査・・・法定検査は、保守点検や清掃が適切に行われているか、水質の検査を行っています。

定員 80名
託児あり

粗品あり

井原健二先生
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人権

No.313心の扉

幸せになろうね幸せになろうね

　皆さんは、アンコンシャス・バイアスという言葉
を聞いたことがありますか？アンコンシャス・バイ
アスとは、「無意識の思い込み、偏見」と訳され、
誰かと話すときや接するときに、自分がこれまでに
経験したことから、「この人は○○だからこうだろ
う」、「普通○○だからこうだろう」というよう
に、あらゆるものを「自分なりに解釈する」という
脳の機能によって引き起こされるものです。

　身近な例としては、「体力的にハードな仕事を女
性に頼むのは可哀そうだと思う」、「お茶出し、受
付対応、保育士というと、女性がしているところを
思い浮かべる」、「親が単身赴任中というと、父親
が単身赴任をしていると想像する（母親を想像しな
い）」などが挙げられます。

　アンコンシャス・バイアスは、私たちの日常に溢
れていて、誰もが持ち合わせており、相手を思いや
る場合などで相手の立場などを想像することはコ
ミュニケーションを円滑にすることもある為、すべ
てが悪いわけではありません。しかし、問題となる
のは、気づかないうちに、決めつけたり、自分の考
えを相手に押しつけることであり、人権を考える視
点として重要な考え方です。

　日常会話のなかで自分が話している内容が間違っ
ていると思う人はいないと思います。しかし、話し
相手があなたと異なる意見を持っている場合、相手
の意見に納得することは難しかったり、嫌悪感を覚
えたりしたことはないでしょうか。またその逆もあ
なたがしているかもしれません。特に信条や概念な
ど真偽のないものは、昨今よく言われる多様性の中
では少数的意見になりがちですが、尊重されるべき
ものだったりするのです。
　
　皆さんもまずは、あなた自身が持っている「アン
コンシャス・バイアス（無意識の思い込み・偏
見）」に気づき、自分の考え方と相手の考え方とは
違うかもしれないという意識や自分の常識が間違っ
ているかもしれないという感覚を忘れないことが、
相手を、多様性を、尊重する上で必要になってくる
と思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　社会教育課

アンコンシャス・バイアス

　マイナンバーカードの申請及び交付についての
時間外窓口を下記の日程で開設します。事前にご
予約のうえ、是非ご利用ください。
★予約方法
　開設日の前開庁日（土日祝日除く）の午前８時
30分～午後5時までにお問い合わせ先まで電話で
ご予約ください。

マイナンバーカード時間外窓口のお知らせ
●お問い合わせ　住民課　☎76-3802

　過去２年にわたって開催が中止になっていた
町民体育大会ですが、名称を新たに令和４年10
月９日（土）開催されます。
コロナ感染症対策を行っての開催になりますの
で、競技によっては中止や競技内容に変更があ
ります。
　ご理解のほど、よろしくお願い致します。
　なお、屋内競技につきましては会場入口に受
付を準備していますので、応援をする方は名前
等の記載と不織布マスクの着用、拍手での応援
をお願い致します。

★開設予定日

平
　
日

休
　
日

１０月　４日（火）
１０月２０日（木）
１１月　８日（火）
１１月２４日（木）
１２月　６日（火）
１２月２２日（木）
１０月　８日（土）
１０月２３日（日）
１１月　５日（土）
１１月２７日（日）
１２月　３日（土）
１２月２５日（日）

午後 5時

午後 7時

～

午前９時

　正午

～

町民スポーツ大会（旧町民体育大会）
が開催されます！

（※新型コロナウイルス感染拡大状況によっては
　本年の大会が中止になることがあります。）

●お問い合わせ　社会教育課
　☎７６－３８２３
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●児童書・コミック
ももたろうからのてがみ　　　　　　　　　はらがいずみ
お札に登場した偉人たち２１人　　　　　　　　　河合敦
くだもの音頭　　　　　　　　　　　　　　きのしたけい
弱すぎ古生物　ピンチはチャンス！　　　　　　探究学舎
遊びで防災体験２　サバイバルグッズ＆クッキング　神谷明宏
知ってる？うわさのおまじない2000　 マーク・矢崎治信
それでもがんばる！どんまいな犬と猫図鑑　　　今泉忠明
神社のえほん　羽尻利門　　　　　　　　　　その他多数
●一般図書
御留山（新・酔いどれシリーズ２５・最終巻）　 佐伯泰英
あきない世傳 金と銀（１３・最終巻）大海篇　　  高田郁
藩主の座（おれは一万石シリーズ２２）　　　　  千野隆司
棘の家　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中山七里
孤蝶の城　　　　　　　　　　　　　　　　　　桜木紫乃
ロボット・イン・ザ・ホスピタル　デボラ・インストール
掬えば手には　　　　　　　　　　　　　　　瀬尾まいこ
おいしいごはんが食べられますように（2022年上半期芥川賞）　高瀬隼子
両手にトカレフ　　　　　　　　　　　ブレイディみかこ
死神と天使の円舞曲（ワルツ）　　　　　　　 知念実希人
夜に星を放つ（2022年上半期直木賞）　　　　　  窪美澄
ラブカは静かに弓を持つ　　　　　　　　　　　安檀美緒
アナベル・リイ　　　　　　　　　　　　　　小池真理子
嫌いなら呼ぶなよ　　　　　　　　　　　　　　綿矢りさ

セカンドチャンス　　　　　　　　　　　　　　篠田節子
殺人者の白い檻　　　　　　　　　　　　　　　長岡弘樹
こいごころ（しゃばけシリーズ２１）　　　　　　　畠中恵
破れ星、流れた　　　　　　　　　　　　　　　　倉本聰
ミウラさんの友達　　　　　　　　　　　　　　益田ミリ
トンネルの向こうへ　　　　　　　　　　　　　　大坂環
おみちびき　　　　　　　　　　　　　　　　　桜井識子
はがきの名文コンクール〔２０２２〕　はがきの名文コン
クール実行委員会
子供たちに伝えたい！「本当の日本」　　　　　 神谷宗幣
ひきこもりと関わる　日常と非日常のあいだの心理支援　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　板東充彦
散歩がもっと楽しくなる四季の草花図鑑　　　多田多恵子
小野寺流サバイバル　　　　　　　　　　　　小野寺耕平
口トレ・脚トレで “若返り” ！老化のもと「フレイル」を防ぐ　飯島勝矢
農家が教える酢 とことん活用読本　　　　　　　  農文協
８３歳、脱サラ農家の終農術　　　　　　　　　杉山経昌
親子で作れる！摩訶不思議なサイエンススイーツ　太田さちか
きれいに年を重ねるためのたんぱく質ごはん　ワタナベマキ
ＪＡ全農広報部さんにきいた世界一おいしい野菜の食べ方　ＪＡ全農広報部
お得すぎる！とことん楽天生活
１分で話せる！はじめての韓国語　　
一年３セットの服で生きる　　　　　　　　あきやあさみ
血流ゼロトレ　　　　　　　　　堀江昭佳　　その他多数

新刊・新着図書案内 ～近年、春と秋が短くなったように感じます。今年こそ秋を満喫できると良いですが…～

ほんの森９月号 平日 午前10時～午後６時　土・日  午前９時～午後５時　月・祝 休み　九重町図書館　☎ 76－3888図書館だより図書館だより
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　気象予報士のアマタツさん『知識ゼロからの天気予報学入
門/天達武史・著』によると、日本には４回「梅雨（つゆ）」があり、一般的にイメージする春から夏の変り目
に発生する「梅雨」だけでなく、季節の変わり目には梅雨が発生するといいます。夏から秋の変り目には「秋雨
（あきさめ）」、秋から冬には「山茶花（さざんか）梅雨」、そして冬から春には「菜種（なたね）梅雨」が発
生します。それぞれの梅雨には、季節の植物の名前がつけられていて風情がありますね。今は秋雨の時期です
が、秋の長雨（ながあめ）などと言われ、雨量が多くなることもあるのでお気をつけください。さて、朝夕の涼
しい時間は、ヒグラシに代わって秋の虫たちの合唱が響くようになりました。草花の最盛期が過ぎ、日が次第に
短くなり、井上陽水のヒット曲『少年時代』の歌詞「♪夏が過ぎ～風アザミ～…」が脳内再生されたり（笑）…
「夏の終わり」から呼び起こされる寂しさは、日本的感性のひとつとも言われます『果てしなく美しい日本/ド
ナルド・キーン・著』が、「終わっていく」という感覚を、切なくも美しく感じる心は日本人には共感するもの
があります。そんな９月は秋の始まりでもあります。そう、「〇〇の秋」です！来月の読書週間に向けて図書館
もイベントを準備しています。イベントのひとつは「芸術の秋」から恒例の「図書館の本で創作活動」の「作品
展」を予定しています。今年も皆さんの力作をお待ちしていますよ～！とはいえ、図書館のイチオシはやっぱり
「読書の秋」！ということで、相田みつをさんの『じぶんの花を/相田みつを・著』から「本」の字のつく言葉
をご紹介しましょう！
　『漢字源/学研・刊』によると、「本」の語源は「太い木の根」で、物事の「根本」という意味です。つま
り、本心じゃないもの、本気じゃないもの、本音じゃないものには、根が生えないということか（深い…）。こ
の秋、「本」を読んで自分の生き方に根を生やしてみませんか。心の杖となり、人生の道しるべとなる「本」に
出合えるかもしれません。図書館の「本」とお待ちしております。

『〇〇の秋』を見つけに、図書館へ

お
知
ら
せ

●「おはなし会」毎月第２土曜日10：30～11：00
　９月の担当グループは「ぷちトマト」のみなさんでした。１０月は「チームそらまめくん」（10/8予
定）のみなさんです。参加してくれたお友だちにはささやかなプレゼント（紙風船やジグソーパズルなど）
を用意しています！シールも選んで貼ってくださいね！
●９月の「世界アルツハイマー月間」にちなんで、今年も九重町地域包括支援センターと共催で「認知症
コーナー」を特設しています（9/1～9/30まで）。予防や介護の実用書、体験記、絵本などこの機会に
ぜひどうぞ。たくさんの人の手に届きますように。
●恒例！本と雑誌のリサイクル市　期間：10/11（火）9：30～
　雑誌は２年前のものです。少なくなったら図書館入口横の善意の棚に移動します。

『本の字』
　本人　本当　本物　本心
　本気　本音　本番　本腰　
　本質　本性　本覚　本願　
　本の字のつくものはいい　
　本の字でゆこう
　いつでも　どこでも　何をやるにも
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暮らしの情報　●

　
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護

委
員
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
に
関
す
る
ご

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
と
　
き　
10
月
20
日
㈭

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ

　
九
重
町
役
場　
３
階
３
０
２
会
議
室

■
内
　
容　
差
別
を
受
け
た
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
侵
害
を
受
け
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
誹
謗
中
傷
さ
れ
た
等

■
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
（
☎
７
６‐

３
８
０
０
）

■
と
　
き　
10
月
26
日
㈬

■
と
こ
ろ

　
九
重
町
役
場　
１
階
１
０
１
会
議
室

■
そ
の
他　
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
日

田
年
金
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
日
田
年
金
事
務
所

（
☎
０
９
７
３‐
２
２‐
６
１
７
４
）

■
と
　
き　
10
月
13
日
㈭
午
後
２
時
〜

■
と
こ
ろ　
玖
珠
総
合
庁
舎　
３
階

■
内
　
容

　
う
つ
病
や
認
知
症
等
の
本
人
及
び
家
族

等
に
対
す
る
専
門
医
に
よ
る
医
療
相
談

■
相
談
料　
無
料

■
そ
の
他　

　
前
日
午
前
中
ま
で
に
事
前
予
約
必
要

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
県
西
部
保
健
所　
地
域
保
健
課

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

３
１
３
３
）

【
電
話
・
面
接
相
談
】

■
と
　
き　
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
、

振
替
休
日
、
年
末
年
始
の
休
日
を
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜

午
後
５
時
15
分

■
と
こ
ろ　
大
分
県
庁　
別
館
５
階

■
お
問
い
合
わ
せ　
交
通
事
故
相
談
所

（
県
生
活
環
境
部
生
活
環
境
企
画
課
内
）

　
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

２
１
６
６

【
巡
回
相
談
〔
予
約
制
〕
】

■
と
　
き　
10
月
11
日
㈫

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
県
西
部
振
興
局
（
日
田
市
）

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
西
部
振
興
局

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

２
２
０
０
）

■
と
　
き　
平
日
の
午
前
９
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

精
神
保
健
福
祉
相
談(

こ
こ
ろ
の
相
談
）

大
分
県
交
通
事
故
相
談

遺
言
等
無
料
公
証
相
談

自然
学校
自然
学校

九重ふるさと九重ふるさと

　田んぼは収穫のために水を抜いていますが、隣り合うビオトープには水が入ったままです。生きものはどんな
ふうにくらしているでしょうか？実った稲は鎌で刈り取り、太陽の光で乾燥・追熟させる「掛け干し」をします。
日　　時：10月9日(日)10:00～15:00
　　　　　＊予備日10月10日（月･祝）
集合場所：九重ふるさと自然学校 自然教室(九重町田野1726-143)
参 加 費：1,200円　※4歳未満無料
申込締切：9月25日（日）

　自然学校のフィールド「さとばる」の草原では、季節ごとに多様な植物をはじめ、チョウや野鳥などの動物が
見られます。また、草原ならではの開放感、美しい風景も一見の価値アリ。スタッフのガイド付きで草原の1年
を観察し、その魅力を満喫しましょう。
日　　時：10月16日(日)、10:00～12:00
　　　　　1月14日(土)、10:00～12:00
集合場所：九重ふるさと自然学校 自然教室(九重町田野1726-143)
参 加 費：1名600円　※4歳未満無料 
申込締切：各回の2週間前

　難易度高！？昔ながらの職人技を、自然学校産の稲わらを使って体験。親子で力を合わせて縁起物をつくりま
しょう。頑張って作って、良い年を迎える準備をしましょう。
日　　時：12月10日(土)10:00～15:00
集合場所：九重ふるさと自然学校 自然教室(九重町田野1726-143)
参 加 費：1,200円　※4歳未満無料
申込締切：11月26日（土）

自然で遊ぼう！おやとこ ～田んぼの巻～　稲刈りと秋の生きものしらべ

草原自然観察会

自然で遊ぼう！おやとこ ～田んぼの巻～　しめ飾りとミニ門松づくり

2022年度(下半期)、九重ふるさと自然学校では下記のプログラムを実施予定です。奮ってご参加ください。

応募者多数の場合、【抽選】となります。
【抽選結果のお知らせについて】
抽選の結果は、お申込みいただいた皆様に、申込締切日から翌々日までにご連絡します。お申込み時のメールアドレスに送付しますので、ご確認お
願いします。なお、当選後にやむを得ずキャンセルする場合は、出来るだけ早いご連絡をお願いいたします。再抽選または再募集を行います。

お申込み･お問い合わせは九重ふるさと
自然学校(73-0001)まで

各
種
相
談
（
相
談
無
料
）

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

年
金
相
談
日

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
掲
載
し
て
い
る
行
事
・
相
談
会
な
ど
が
延

期
ま
た
は
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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●　暮らしの情報

■
と
こ
ろ　
日
田
公
証
役
場
（
日
田
市
）

■
内
　
容　
①
遺
言
の
ほ
か
、
高
齢
者
等

の
財
産
管
理
、
土
地
・
建
物
の
賃
貸

借
・
売
買
、
金
銭
貸
借
、
離
婚
給
付
、

尊
厳
死
宣
言
な
ど
の
公
正
証
書
の
作
成

に
関
す
る
相
談　
②
会
社
定
款
や
契
約

書
類
の
認
証
等
に
関
す
る
相
談　
③
相

続
問
題
に
関
す
る
相
談

■
そ
の
他　
電
話
で
事
前
受
付
が
必
要

■
お
問
い
合
わ
せ　
日
田
公
証
役
場

（
☎
０
９
７
３‐

２
４‐

６
７
５
１
）

■
と
　
き　
10
月
６
日
㈭

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

　
九
重
町
役
場
３
階
３
０
２
会
議
室

■
内
　
容

　
相
続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、
許
認
可
申

請
、
技
能
実
習
等
外
国
人
雇
用
等

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
行
政
書
士
会
日
田
支
部

（
☎
０
９
０‐

８
２
８
９‐

４
６
６
４
）

■
と
　
き
（
農
林
と
水
産
の
合
同
開
催
）

　
10
月
22
日
㈯
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４

時
30
分
、
10
月
23
日
㈰
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　
別
府
公
園
（
別
府
市
）

■
主
な
行
事　

県
産
農
林
水
産
物
の
販

売
・
食
の
提
供
、
木
工
教
室
、
パ
ン
カ

フ
ェ
、
ジ
ビ
エ
コ
ー
ナ
ー
な
ど

■
そ
の
他　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
状
況
に
よ
り
、
開
催
を
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
中
止
の
場
合
は
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

■
大
分
県
農
林
水
産
祭
実
行
委
員
会

（
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

３
５
８
２
）

　
あ
な
た
が
書
い
た
自
筆
証
書
遺
言
書
を

法
務
局
で
長
期
間
大
切
に
保
管
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
を
利
用
す
る

と
、
遺
言
者
本
人
の
死
亡
後
、
遺
言
書
が

発
見
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
改
ざ
ん
さ
れ
る

こ
と
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、

遺
言
者
だ
け
で
な
く
相
続
人
や
受
遺
者
等

に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
お
近
く
の
法
務
局
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
地
方
法
務
局
日
田
支
局

（
☎
０
９
７
３‐

２
２‐

２
７
１
９
）

　

日
本
遺
族
会
は
、「
戦
没
者
遺
児
に
よ

る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
同
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
補
助
を

受
け
実
施
し
て
お
り
、
先
の
大
戦
で
父
等

を
亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
と
し

て
、
父
等
の
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、

慰
霊
追
悼
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
同
地

域
の
住
民
と
友
好
親
善
を
は
か
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

■
参
加
費　
10
万
円

■
そ
の
他　
付
添
希
望
者
は
要
相
談

　
　
　
　
　
看
護
師
が
同
行
し
ま
す

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
日
本
遺
族
会
事
務
局

（
☎
０
３‐

３
２
６
１‐

５
５
２
１
）

■
と
　
き　
９
月
28
日
㈬
午
前
10
時
〜　

　
12
時
、
午
後
２
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ　
日
田
税
務
署

■
申
込
方
法　
日
田
税
務
署
に
電
話
で
申

込
み
（
事
前
予
約
制
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
日
田
税
務
署　

※

自
動
音
声
案
内

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

２
１
３
６
）

　
玖
珠
・
九
重
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

で
は
、
専
任
の
相
談
員
が
就
職
に
関
す
る

不
安
や
悩
み
な
ど
様
々
な
相
談
に
応
じ
ま

す
。
ど
な
た
で
も
全
国
の
求
人
情
報
を
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。
気
に
入
っ
た
求
人
情

報
が
あ
れ
ば
、
事
業
所
に
連
絡
を
取
り
紹

介
状
を
お
渡
し
し
ま
す
。
履
歴
書
の
書
き

方
な
ど
、
個
々
の
状
況
に
あ
っ
た
サ
ポ
ー

ト
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※

雇
用
保
険
関
係
の
手
続
き
は
取
り
扱
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
日
田
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
開
庁
時
間　

　
平
日　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
お
問
い
合
わ
せ

　
玖
珠
・
九
重
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　
大
分
県
玖
珠
総
合
庁
舎
３
階

（
☎
０
９
７
３‐

７
３‐

９
０
６
８
）

　
ア
ル
コ
ー
ル
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
、
薬
物
等

の
依
存
症
に
つ
い
て
理
解
し
、
回
復
の
糸

行
政
書
士
会
日
田
支
部
無
料
相
談
会

あ
な
た
の
想
い
、
残
し
ま
せ
ん
か
？

お
仕
事
を
お
探
し
の
方
へ

大
分
県
農
林
水
産
祭‘

お
お
い
た

み
の
り
フ
ェ
ス
タ’

開
催

第
22
回
大
分
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン

フ
ォ
ー
ラ
ム

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会
・
登
録

申
請
相
談
会

「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好

親
善
事
業
」
の
お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

▲ＨＰ
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口
と
す
る
こ
と
を
目
的
に
一
般
県
民
や
医

療
・
福
祉
・
教
育
等
関
係
機
関
の
職
員
の

方
々
を
対
象
に
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し

ま
す
。
ど
な
た
で
も
ご
参
加
で
き
ま
す
。

　
ご
参
加
の
際
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
と　
き　
10
月
30
日
㈰

　
午
後
１
時
〜
午
後
５
時
予
定

■
と
こ
ろ　
大
分
県
立
看
護
科
学
大
学

■
対　
象　
一
般
、
関
係
機
関
の
職
員

■
内　
容　
講
演
、
体
験
発
表
、
モ
デ
ル

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
自
助
グ
ル
ー
プ
紹
介

　
講
演
（
講
師
：
大
分
大
学　
岩
野
卓
氏

座
長
：
大
分
県
立
看
護
科
学
大
学　
後

藤
成
人
氏
）

■
参
加
料　
資
料
代
６
０
０
円

　
　
　
　
　

※

事
前
申
込
は
不
要
で
す

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
実
行
委
員
会

（
☎
０
９
７‐

５
４
１‐

５
２
７
６
）

■
と　
き　
10
月
23
日
㈰

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
受
付

■
と
こ
ろ　
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術

　
　
　
　
　
専
門
校
（
日
田
市
）

■
当
日
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
受
付
（
飛
び
入
り
見
学
歓
迎
）
／
ガ
イ

ダ
ン
ス
（
概
要
説
明
）
／
校
内
見
学

（
実
習
場
見
学
）
／
希
望
の
訓
練
実
習

を
１
つ
体
験
（
プ
レ
ゼ
ン
ソ
フ
ト
操
作

実
習
ま
た
は
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
小
物
製

作
）
／
個
別
相
談
会
（
何
で
も
気
軽
に

相
談
）

■
そ
の
他　
予
約
不
要
。
参
加
費
無
料

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

（
☎
０
９
７
３‐

２
２‐

０
７
８
９
）

　
10
月
17
日
か
ら
23
日
は
「
薬
と
健
康
の

週
間
」
で
す
。

【
薬
を
正
し
く
使
う
た
め
に
】

①
用
法
用
量
を
守
り
ま
し
ょ
う

②
使
用
す
る
薬
の
情
報
を
知
り
ま
し
ょ
う

③
人
か
ら
も
ら
っ
た
薬
は
使
わ
な
い

④
薬
の
専
門
家
（
薬
剤
師
な
ど
）
に
相
談

し
ま
し
ょ
う

【
お
く
す
り
１
１
０
番
】

　
お
く
す
り
１
１
０
番
は
、
薬
に
関
す
る

電
話
相
談
窓
口
（
薬
剤
師
対
応
）
で
す

■
電
話
番
号

　
☎
０
９
７‐

５
４
４‐

９
５
１
２

■
期　
間

　
10
月
17
日
㈪
〜
10
月
22
日
㈯

■
時　
間　
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１

時
〜
午
後
３
時

■
募
集
期
間　

　
９
月
12
日
㈪
〜
10
月
５
日
㈬

■
対　
象　
令
和
５
年
３
月
に
高
等
学
校

卒
業
見
込
み
の
方

■
定
員　
20
人

■
内
容　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
基
礎
知
識

と
応
用
技
術
及
び
ワ
ー
プ
ロ
、
簿
記
、

会
計
等
の
事
務
処
理
に
つ
い
て
習
得

■
訓
練
期
間　
１
年
間
（
４
月
入
校
）

■
授
業
料　
無
料
（
入
校
時
に
教
科
書
等

の
実
費
が
必
要
）

※

経
済
的
理
由
に
よ
り
受
講
が
困
難
な
方

に
は
、
融
資
制
度
あ
り
。（
要
件
有
り
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

（
☎
０
９
７
３‐

２
２‐

０
７
８
９
）

　

こ
こ
か
ら
は
じ
ま
る
、
未
来
へ
の
挑

戦
。
再
就
職
へ
の
決
意
と
希
望
を
胸
に
、

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
の
職
業
訓
練
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

■
募
集
コ
ー
ス　

電
気
シ
ス
テ
ム
科

（
デ
ュ
ア
ル
コ
ー
ス
）

■
募
集
期
間

　
　
10
月
３
日
㈪
〜
10
月
31
日
㈪

■
訓
練
期
間　
12
月
２
日
㈮
〜
令
和
５
年

　
　
　
　
　
５
月
31
日
㈬

■
そ
の
他　
10
月
18
日
㈫
・
25
日
㈫

　
　
　
　
　
説
明
会
実
施

■
お
問
い
合
わ
せ

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

（
☎
０
９
７‐

５
２
９‐
８
６
１
５
）

　
技
能
検
定
は
、
働
く
人
達
の
持
っ
て
い

る
技
能
を
一
定
の
基
準
に
よ
り
検
定
し
、

こ
れ
を
公
証
す
る
技
能
の
国
家
検
定
制
度

で
す
。

■
申
請
書
受
付
期
間

　
10
月
３
日
㈪
〜
10
月
14
日
㈮

■
実
技
試
験
実
施
期
間　

　
12
月
５
日
㈪
〜

　
令
和
５
年
２
月
12
日
㈰

■
技
能
検
定
実
施
職
種

　
【
特
級
】
13
職
種

　
【
１
・
２
級
】
28
職
種
35
作
業

　
【
単
一
等
級
】
１
職
種
１
作
業

　
【
３
級
】
10
職
種
10
作
業

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
職
業
能
力
開
発
協
会

（
☎
０
９
７‐

５
４
２‐

３
６
５
１
）

試
験
・
講
習
会

県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校
令
和
４

年
度
第
３
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

薬
と
健
康
の
週
間

令
和
４
年
度
後
期
技
能
検
定
試
験

大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

令
和
５
年
度
訓
練
生
募
集

（
高
校
新
卒
前
期
）

12
月
受
講
生
募
集

（
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

大分





出生

令
和

４
年

９
月

17日
発

行
（

通
巻

796号
）

発
行

・
九

重
町

役
場

企
画

調
整

課
〒

8
7
9
-4

8
9
5
　

 大
分

県
玖

珠
郡

九
重

町
大

字
後

野
上

8
番

地
の

1
☎

 0
9
7
3
-7

6
-2

1
1
1
　

　
 　

　
印

刷
・

尾
花

印
刷

有
限

会
社

９
月
号

（敬称略）

北 方 下

下 旦 六

桐 木 一

井 手

中 央 一

お悔やみ申し上げます弔慰
おなまえ 年齢 行政区

町の面積／271.37㎢　町の木／くぬぎ　花／ミヤマキリシマ　　鳥／カッコウ

地区別 件数
物損
事故 件数計人身事故

死者 負傷者

1

1

4

4

3

1

4

26

39

78

49

192

26

42

79

49

196

東飯田

野　上

飯　田

南山田

計

町内地区別事故発生状況

８１

９１

９８

９８

９３

交通安全110

ありよし　　　　　　ひろし

おの　　　　　ふみお

たかせ　　　　　ななえ

ほあし　　　　　ももこ

きのした　　　けんじろう

広報ここのえは、環境にやさしい再生紙と植物性インクを使用しています。
広報ここのえは、UD文字を使用しています。

2022・8月末
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８月１日～８月末日届出分

人口と世帯
人口
  男
  女
世帯

8,800  人
4,238  人
  4,562  人
3,895 　 

15
9
6
9

人の動き

（　）は前月からの増減

９月生まれ ★対象：九重町在住の１歳～３歳までのお子さん
★詳細は九重町ホームページをご覧ください。

▲九重町ＨＰ▲応募フオーム

問　企画調整課（☎７６-３８０７）

応募締切

（敬称略）

さん小野 夢歌
おの　　　ゆめか

（保護者：小野和徳）
１歳

岩 の 上

筋 湯

無田中一

小 垣

おなまえ 性別 保護者 行政区

峻 平

慶 介

豊 輝

剛 輝

おおの　　はるき

かい　　　　あかり

さとう　　なおき

さとう　　　らら

しゅんぺい

けいすけ

とよき

よしき

大野　永葵

甲斐　　燈

佐藤　直輝

佐藤　結昊

男

女

男

女

★都合で変更する場合があります。

急なケガの対応・病院のかかり方、こころの相談など
ここのえ健康ダイヤル

フリーダイヤル
0120－511－658

9月

10月

18日
19日
23日
25日
2日
9日
10日
16日
23日
30日

72-2135
77-6121
72-2466
73-2030
72-2143
72-1127
72-7100
78-8811
76-2711
72-6101

春日町
野 上
　森　
北山田
春日町
塚 脇
山 田
町 田
恵 良
塚 脇

電　話住　所 医　院　名日月
高 田 病 院
矢 原 医 院
荒 木 医 院
北山田クリニック
長内科小児科胃腸科医院
玖 珠 記 念 病 院
麻生消化器科内科
友 成（町 田）医 院
井 上 医 院
三池循環器内科クリニック

● 病院

9月

10月

18日
19日
23日
25日
2日
9日
10日
16日
23日
30日

72-3838
0973-22-0075
0973-22-3034

76-2018
0973-23-6480
0973-22-0320
0973-22-0222

72-0615
0973-24-3718
0973-57-2102

玖珠町
日田市
日田市
恵 良
日田市
日田市
日田市
玖珠町
日田市
日田市

電　話住　所医療機関名日月
たしろ歯科医院
アペックス歯科
武 内 歯 科 医 院
玉 井 歯 科 医 院
酒 井 歯 科 医 院
内 川 歯 科 医 院
おおくら歯科医院
吉 武 歯 科 医 院
石松朗歯科医院
小 野 歯 科 医 院

● 歯科医

（24時間年中無休無料健康相談）

９
月
・
10
月
の
休
日
当
番
医

おの かずのり
さん麻生 梨乃

あそう　　 りの

（保護者：麻生健翔）
２歳 あそう たける

さん小野 水琴
おの　　　みこと

（保護者：小野和徳）
３歳 おの かずのり

さん友松 煌心
ともまつ   おうご

（保護者：友松大輝）
１歳 ともまつ だいき

さん穴井 柚葉
あない　　ゆずは

（保護者：穴井裕樹）
２歳 あない ひろき

さん熊谷 悠太
くまがえ　　ゆうた

（保護者：熊谷譲二）
３歳 くまがえ じょうじ

10 月がお誕生日のお子さん：９月 26日（月）
11月がお誕生日のお子さん：10月 25日（火）

お誕生日を迎えるお子さんの写真募集中！

有　吉　　　濶

小　野　文　男

髙　瀬　ナナヱ

㠶　足　モモ子

木　下　賢次郎

（－　 ）
（－　 ）
（－　 ）
（－　 ）

LIＮＥ公式アカウントへの
登録をお願いします！
　ＬINE公式アカウントは、
町のイベント情報や災害時に
は避難所情報・道路情報等を
発信しています。




